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事故を防いで「安心経営」
「JIO友の会総合保険」に加入している事業者様で、実際に起きた事故をご紹介します。

起こりやすい事例を意識するだけで防げる事故もたくさんあります。
以下の事故例をご参考に、事故を防いで安心経営を目指しましょう。

「のぼり」が強風で飛ばされ
隣家の車両へ接触・損傷

事故
事例

販売のみを請け負っている新築現場にて、「のぼり」が強風で飛んでしまい、
販売現場隣の民家の車両に接触、損傷を与え修理代を請求された。

上記の事故は保険金の支払い対象になりましたが、同じような事故でも、保険金をお支払いできる場合/保険金をお支払いで
きない場合に該当することがあり、保険金支払いの判断は損害保険ジャパン（株）が行います。実際に事故が発生した場合は、
JIO友の会パンフレット内の「事故連絡表」にご記入のうえ、JIO友の会までFAX（03‐6897‐8819）をお願いします。

●強風時には「スタンド付きのぼり」で
も安心せず、早めに撤去する。

●天候アプリの活用を含め、物件販売
現場での飛散可能性対象を事前に
現場へ通知する体制を構築する。

支払
保険金 570,000円

事故防止のポイント

JIO友の会は、瑕疵や事故を減らすためのサービス提供および福利厚生の増進を図ることを目的とした任意団体です。

JIO友の会サポート
JIO友の会は事業者の皆さまを幅広くサポートします。

福利厚生
サービスを
提供します。

ビジネス情報・
サービスで
企業経営を
サポートします。

団体保険制度に
よりコスト削減に
貢献します。

良質な住宅を
提供するための
サポートをします。

〒136-0071　東京都江東区亀戸1-14-4　第二萬富ビル5F　TEL：03-6897-8818　受付時間：月～金8:30～17:20（休日・年末年始を除く）

＊事業者様に法律上の損害賠償責任が発生した場合

ホントに安心？

標準仕様の
雨漏り
リスク診断
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ジオ

02 ...	特集

	 ホントに安心？
	 標準仕様の
	 雨漏りリスク診断
07 ...	明日から使える！施工の豆知識クイズ
	 軒裏の換気部材の位置
	 	「外壁寄り」と「鼻隠し寄り」
	 雨水浸入リスクが高いのはどちら?

08 ...	地域で活躍する 住宅設計の達人
	 第5回：川端順也（プレゼントデザイン・広島県広島市）

12 ...	時流を読む工務店経営
	 第4回：建築現場の「働き方改革」と
　　　　　社員大工の育成
	 取材先：株式会社エバーフィールド

14 ... 賢く・正しく・美しく！基礎の奥義
	 第4回：	基礎各部の役割と
	 　　　計画の要点
	 解説：鈴木竜子（山辺構造設計事務所）

18 ...	住宅文化財探訪のすすめ
	 朝倉彫塑館　
	 東京都台東区谷中

21 ...	JIO 友の会　
	 クラブオフからのお知らせ

「ジオ楽間」は、瑕疵を防ぎリスクに備えるための技
術情報と、福利厚生に役立つ情報を友の会会員さま
にお届けする情報誌です。タイトル「ジオ楽間（ジオ
ラマ）」には「瑕疵がなく、楽しく、幸せに暮らせる間（住
まい）の普及」という願いを込めています。

表紙：朝倉彫塑館（撮影：小川重雄）

Staff

発行： JIO友の会
企画： 日本住宅保証検査機構（JIO）＋エクスナレッジ　
編集： 加藤泰朗
デザイン： 山川図案室
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今
号
の
特
集
で
は
、雨
漏
り
リ
ス
ク

診
断
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

つ
く
り
手
で
あ
っ
て
も
、住
ま
い
手
で

あ
っ
て
も
、雨
漏
り
を
経
験
し
な
い
で

済
む
の
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
よ

ね
。私
が
学
生
時
代
ま
で
暮
ら
し
た
家

は
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
大

変
古
く
、雨
漏
り
も
よ
く
あ
り
ま
し

た
。台
風
が
来
る
と
天
井
裏
に「
ポ
ト

ッ
、ポ
ト
ッ
」と
水
が
落
ち
る
音
が
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。あ
れ
は

屋
根
の
谷
部
分
か
ら
の
雨
水
浸
入
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、と
今
に
な
っ
て
考

え
ま
す
。

　
近
ご
ろ
は
昔
に
比
べ
て
、大
雨
が
降

る
回
数
も
降
雨
量
も
増
え
、未
来
に
目

を
向
け
て
も
増
加
し
て
い
く
予
測
で

す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
、良
い
家
づ

く
り
を
し
て
い
く
た
め
に
皆
様
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
留
意
を
し
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。私
は
省
エ
ネ
や
耐
震
、快

適
性
な
ど
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
も
、

雨
漏
り
発
生
の
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る

よ
う
な
設
計
・
施
工
を
す
る
こ
と
が
、

良
い
家
づ
く
り
の
大
切
な
要
素
の
ひ
と

つ
だ
と
考
え
ま
す
。今
号
と
紹
介
し
た

書
籍
が
、防
水
に
関
す
る
仕
様
書
の
見

直
し
や
設
計
・
施
工
の
ご
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。�

（
S
）

Wishing you healthy summer.

暑さ本番の時期となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。

貴社におかれましては益 ご々盛栄のこととお喜び申し上げます。

家の作りやうは、夏をむねとすべし。

冬は、いかなる所にも住まる。

　暑き比わろき住居は、堪え難き事なり。
ーー徒然草よりーー

現代の「よろしき住居」づくりに役立つ情報をお伝えすべく、

私どもも精進してまいります。

今後とも、なお一層ご愛顧のほどよろしくお願いいたします。

情報誌『ジオ楽間』を通じて、住宅関連の知識・情報をお伝えし、
良質な住宅を提供するお手伝いをします。
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防
水
納
ま
り
診
断
❹

立
平
葺
き
の

板
金
屋
根
の
か
ん
合
部
に

止
水
材
を
入
れ
て
い
る
か
?

防
水
納
ま
り
診
断
❺

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
笠
木
の
下
地
に

透
湿
防
水
シ
ー
ト
を

使
用
し
て
い
な
い
か
?

　
勾
配
屋
根
の
平
ら
な
部
分（
平
部
）

は
、
屋
根
の
入
隅
・
出
隅
に
比
べ
て
、

雨
漏
り
リ
ス
ク
が
低
い
と
思
わ
れ
が

ち
。
し
か
し
、実
は
J
I
O
の
事
故
事

例
で
、
雨
水
浸
入
箇
所
ワ
ー
ス
ト
13

位
。
外
壁
の
貫
通
口
・
換
気
口
ま
わ
り

よ
り
も
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る

危
険
箇
所
だ
。

　
勾
配
屋
根
の
平
部
で
雨
漏
り
し
た

葺
き
材
を
比
較
す
る
と（
図
4
）、
鋼
板

の
立
平
葺
き
が
46
%
を
占
め
、
最
も

多
い
。
最
小
勾
配
が
0.5
／
10
の
緩
勾

配
で
も
施
工
で
き
、
施
工
し
や
す
い
と

い
っ
た
特
徴
か
ら
、
近
年
採
用
が
増
え

て
い
る
仕
上
げ
だ
け
に
、
納
ま
り
の
雨

漏
り
対
策
に
は
万
全
を
期
し
た
い
と
こ

ろ
だ
。

　
立
平
葺
き
で
特
に
注
意
し
た
い
の
が

接
合
部
分
の
止
水
だ
。
傾
斜
が
緩
い

屋
根
は
水
は
け
が
悪
い
。
接
合
部
の
わ

ず
か
な
隙
間
か
ら
毛
細
管
現
象
に
よ
っ

て
雨
水
が
屋
根
下
地
側
に
導
か
れ
て

し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
立
平
葺
き
の
接
合
方
式
に
は
、「
は

ぜ
締
め
」と「
か
ん
合
式
」の
2
種
類
が

あ
る
。
ど
ち
ら
の
方
式
も
、
接
合
部
の

全
長
に
止
水
材
を
入
れ
て
、
雨
水
が

屋
根
下
地
に
入
り
込
む
の
を
防
ぐ
の

が
有
効
な
納
ま
り
だ
。
屋
根
材
メ
ー
カ

ー
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
、
止
水
材
を
セ

ッ
ト
す
る
高
耐
久
仕
様
や
、
オ
プ
シ
ョ

ン
の
止
水
材
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
J
I
O
が
関
わ
っ
た
勾
配
屋
根
平

部
の
事
故
事
例
の
多
く
は
、
積
雪
量

や
降
雨
量
が
多
い
地
域
で
、
止
水
材
の

入
っ
て
い
な
い
立
平
葺
き
の
か
ん
合
部

か
ら
雨
水
が
浸
入
し
て
い
た
。
特
に
こ

う
し
た
地
域
で
立
平
葺
き
を
採
用
す

る
際
は
、ぜ
ひ
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
最
後
の
診
断
項
目
は
、
陸
屋
根
の
パ

ラ
ペ
ッ
ト
や
バ
ル
コ
ニ
ー
の
手
摺
な
ど
の

取
合
い
部
分
の
納
ま
り
で
あ
る
。J
I
O

の
雨
漏
り
事
故
事
例
で
は
、サ
ッ
シ
ま

わ
り
に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト
2
で
、
要
注
意

の
部
位
だ
。

　
確
認
す
べ
き
点
は
、パ
ラ
ペ
ッ
ト
の

笠
木
下
の
上
端
部
に
張
る
下
地
材
で

あ
る
。
も
し
、
自
社
の
標
準
納
ま
り
が

「
透
湿
防
水
シ
ー
ト
」の
み
と
な
っ
て
い

た
ら
、
す
ぐ
に
見
直
す
こ
と
を
推
奨
す

る（
図
5
）。

　
J
I
O
が
調
査
し
た
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の

雨
漏
り
事
例
で
は
、9
割
以
上
が
透
湿

防
水
シ
ー
ト
だ
け
で
納
め
て
い
た
。
診

断
❶
で
も
触
れ
た
が
、透
湿
防
湿
シ
ー

ト
は
、く
ぎ
穴
な
ど
の
貫
通
物
が
あ
る

と
、そ
の
部
分
の
止
水
性
が
低
下
す
る

と
い
う
弱
点
を
も
つ
。パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
金

属
製
の
笠
木
を
取
り
付
け
る
際
に
は
、

固
定
に
ネ
ジ
を
使
用
す
る
た
め
、そ
の

時
に
ネ
ジ
が
貫
通
し
た
部
分
が
、雨
水

の
浸
入
経
路
と
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

が
あ
る
。

　
透
湿
防
水
シ
ー
ト
張
り
は
側
面
の
立

ち
上
が
り
部
の
み
と
し
、
上
端
部
に
は

両
面
粘
着
防
水
テ
ー
プ
を
あ
ら
か
じ
め

通
し
張
り
し
、そ
の
上
に
鞍
掛
け
シ
ー

ト
を
重
ね
張
り
す
る
の
が
、パ
ラ
ペ
ッ
ト

上
端
部
か
ら
の
雨
漏
り
事
故
を
防
ぐ

正
解
の
納
ま
り
の
㆒
つ
だ
。

　今回取り上げた以外にも、雨漏り事故を発
生させるリスクの高い納まりはたくさんある。

『図解 木造住宅トラブルワースト20＋3』を
活用しながら、構造事故が起こりやすい箇所
と併せて、自社の標準納まりの見直しに活用
していただければ幸いだ。
　また、仕様書や納まり図の整備に加えて、
専門工事を手掛ける協力会社、現場監督、
設計者の3者が、使用材料と納まりについて
トリプルチェックの現場検査を徹底する仕組
みとすることで、施工品質の確保につなげて
いただきたい。
　なお、施工品質の確保を仕組み化するた
めにJIOでは、第三者機関による検査として

「施工状況確認検査・二次防水検査」のサー
ビスを提供している。

▶正解納まりは、『図解木造トラブル』94-99頁NG!

手すり壁透湿防水
シート

透湿防水
シート

Z04

図4　 ［葺き材別]勾配屋根の平部からの
　　　雨水浸入事例

▶正解納まりは、
『図解木造トラブル』67-69頁

アスファルトシングル葺き6％

横葺き6％
化粧スレート葺き8％

立平（立はぜ）
葺き
46％

天然スレート葺き12％

瓦葺き8％

瓦棒葺き14％

図5　雨水浸入リスクの高いパラペット上端部の納め方

× 笠木の下地が透湿防水シート
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正解は🅐🅐🅐🅐🅐
「外壁寄り」の軒裏は、上向きの風
の影響を受けま🅐🅐換気部材のス
リット（開口部）から雨水が浸入🅐る
リスクが高くなりま🅐🅐

B「鼻隠し寄り」の軒裏は、上向きの風の影響が少なく、
雨水浸入リスクは低いの🅐🅐🅐また、小屋裏換気の空
気の流れを軒先側からしっかり確保🅐き、軒天井懐

ふところ
の

空気のよどみも解消しま🅐🅐
同様に、けらばの軒裏も「外壁寄り」は上向きの風の影
響を受けま🅐🅐「破風寄り」に設置したほうが安全🅐🅐🅐
〈雨水浸入対策のポイント〉
①�透湿防水シートは、小屋裏換気に支障をきたさない
範囲🅐、垂木に達🅐る位置（垂木下端）ま🅐張り上げる🅐

②�防雨効果のある換気部材を、軒側は「鼻隠し寄り」に、
けらば側は「破風寄り」に設置🅐る🅐防耐火規制を
受ける地域🅐は防火認定品を選定🅐る🅐

Z01 Z02

軒先
水切り

外装材

通気 通気

外装材

空気の
流れ

透湿防水
シート

透湿防水
シート

空気の
流れ

化粧鼻
隠し

鼻隠し 鼻隠し

化粧鼻
隠し

軒先
水切り

答

施工の豆知識クイズ

●軒裏換気部材の位置に関する実証実験
軒裏まわりの風の流れ方と雨水の浸入状況を検証しました。
防雨効果のない換気部材を、軒裏の「Ⓐ 外壁寄り」または「Ⓑ 鼻隠し寄り」
の位置に設置。透湿防水シートを垂木の下端まで張り上げ、風速を変えて、
5分間雨量20ミリ相当の雨を吹き付け、結果を比較しました。
風速10m/sでは、ⒶⒷどちらも軒裏懐部に雨水の浸入はありませんでした。
風速20m/sでは、Ⓐの透湿防水シートと野地板裏面は広範囲に濡れました。
Ⓑは透湿防水シートが数滴濡れましたが、野地板は濡れませんでした。

ヒント： 軒裏は吹き上がる風の影響を受けます

明日から

使える！

監修：日本住宅保証検査機構（JIO）住宅品質研究室　参考>>>『防水施工マニュアル（住宅用防水施工技術）2021』 P. 22～26

風速20m/s時の実験結果�比較・図解

透湿防水シート➡広範囲の濡れ
野地板裏面➡全面付着

透湿防水シート➡数滴の濡れ
野地板裏面➡付着なし

A B

Z03 Z04

外壁寄り 鼻隠し寄り

軒裏の換気部材の位置
「外壁寄り」と「鼻隠し寄り」

雨水浸入リスクが高いのはどちら?
問

Ⓐ�外壁寄り Ⓑ�鼻隠し寄り

上向きの風 上向きの風

換気部材 換気部材

※軒裏の換気部材は小屋裏換気計算により有効換気面積を確保🅐る必要がありま🅐



09 08J I O R A M AJ I O R A M A   Vol.45 J I O R A M AJ I O R A M A   Vol.45

1996年摂南大学工学部建築学科卒業後、総合建
設企業に就職し、震災後のマンション建設に従事。
滋賀県や広島県の建設会社・工務店を経験後、
2013年Pleasant Designを設立。2014年一社日本
エネルギーパス協会講師。2015年ドイツ環境都市
ヴォーバン地区視察。
2018年（株）プレゼント
デザインとして法人化。
2019年京都造形芸
術大学通信制大学院
修了。パッシブエネル
ギーやロングライフに
注力し、次世代に受け
継ぐ価値がある住宅を
目指している。

達達住宅設計の達人

　私
は
学
生
時
代
に
構
造
力
学
を
学

び
、約
20
年
間
建
設
会
社
や
工
務
店
の

現
場
で
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
設
計
事

務
所
と
し
て
独
立
し
た
の
は

2
0
1
3
年
、き
っ
か
け
は
そ
の
2
年

前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
す
。
発

災
か
ら
半
年
後
に
レ
ン
タ
カ
ー
で
被
災

地
を
巡
り
、設
計
事
務
所
と
い
う
自
由

な
立
場
な
ら
、省
エ
ネ
建
築
を
広
め
る

こ
と
で
世
の
中
に
も
っ
と
貢
献
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　独
立
後
、
周
囲
に
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
を
目
い
っ
ぱ
い
載
せ
た
片
流
れ
の

住
宅
が
目
立
ち
始
め
、い
く
ら
省
エ
ネ

で
高
性
能
で
も
、
次
の
世
代
が
住
み
た

い
と
思
え
な
い
よ
う
な
魅
力
の
な
い
住

宅
で
よ
い
の
か
と
、
疑
問
が
湧
き
上
が

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
住
宅
デ
ザ
イ
ン

学
校
や
通
信
制
の
大
学
院
で
建
築
デ

ザ
イ
ン
を
学
び
直
す
こ
と
に
。
そ
れ
が
、

性
能
と
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

す
る
今
の
設
計
方
針
へ
の
転
換
点
に
な

り
ま
し
た
。

　2
0
0
0
年
か
ら
は
、
家
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
人
へ
の
メ
ル
マ
ガ
配
信

を
開
始
。
こ
れ
は
、
知
人
か
ら
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
大
切
さ
を
指
摘
さ
れ
た
か

ら
で
す
。

　ま
ず
は
、
人
々
が
家
づ
く
り
の
過
程

で
ぶ
つ
か
る
困
り
事
の
う
ち
私
が
解
決

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
グ
で
発
信

し
、
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
人
を
メ
ル

マ
ガ
登
録
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
今
で

は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
7
0
0
名

ほ
ど
の
読
者
が
い
ま
す
。
私
の
家
づ
く

り
へ
の
理
解
者
が
増
え
た
こ
と
で
、
集

客
が
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　メ
ル
マ
ガ
で
は
あ
ま
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

こ
と
は
書
か
ず
、
自
分
の
家
族
や
暮
ら

し
の
こ
と
を
ネ
タ
に
し
た
り
し
て
、
人

と
な
り
を
知
っ
て
も
ら
い
設
計
事
務
所

に
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
意

識
し
て
い
ま
す
。

　4
年
前
に
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
際
、
私
が
お
客
さ
ん

に
提
供
で
き
る
も
の
は
何
か
を
考
え
、

4
つ
の
項
目
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　1
つ
め
は
、
シ
ン
プ
ル・
ナ
チ
ュ
ラ
ル・

デ
ザ
イ
ン
。
何
十
年
経
っ
て
も
飽
き
が

こ
ず
、
次
の
世
代
に
も
受
け
継
い
で
も

ら
え
る
よ
う
な
家
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
で
す
。

　2
つ
め
は
、パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
。
外

皮
性
能
だ
け
で
は
な
く
窓
の
取
り
方

も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
と
、い
く
ら
よ

い
窓
で
も
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
っ
ぱ
な
し

で
は
意
味
が
な
い
の
で
、
窓
と
外
部
の

関
係
性
の
大
切
さ
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　3
つ
め
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・
デ

ザ
イ
ン
。
実
は
工
務
店
時
代
に
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
独
立
後
に
知

人
か
ら「
お
金
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い

設
計
事
務
所
も
多
い
か
ら
、
絶
対
強
み

に
な
る
よ
」と
教
え
ら
れ
、
技
能
の
ひ

と
つ
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
高
性
能
な
住
宅
を
建
て
れ
ば
建

築
コ
ス
ト
は
増
し
ま
す
が
、
生
涯
に
光

熱
費
が
ど
れ
だ
け
下
が
る
か
を
含
め
、

省
エ
ネ
住
宅
で
社
会
貢
献
を
と

設
計
事
務
所
を
設
立

プレゼントデザイン（広島県広島市）

川端さんが求めるのは、性能とデザインを両立させた住宅。
次世代にも受け入れられる普遍的な魅力を備え、長寿命であることも重視。
設計コンセプトの詳細や、工務店と仕事をするうえで大切にしていることをうかがいました。

第
5
回　

川
端
順
也
（
か
わ
ば
た
・
の
ぶ
や
）

地域で活躍する

川端順也・談
構成：松川絵里

設
計
で
大
切
に
し
て
い
る

４
つ
の
デ
ザ
イ
ン

上／能美歯科医院兼住宅外観。約40年前に書店として
建設され、増改築を繰り返した木造建築。建て替えも検討
したが、診療をできるだけ休みたくないとの希望があり、リ
フォームを選択。プレゼントデザインの設計哲学が凝集した
事例のひとつ。
左／作業効率が低かった院内が、明るく清潔で機能的な
室に生まれ変わった。
右／4人の子どもたちと暮らすための2階住居部分。彼ら
が安全に暮らせるよう、表面的なリフォームだけではなく、30
年は安心して暮らせる性能向上リノベーションを提案した。

お
客
さ
ん
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ

て
数
字
で
提
案
で
き
る
の
で
、
納
得
を

得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
省
エ
ネ

を「
自
分
事
」に
変
換
し
て
い
く
際
に
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
知
識

が
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　4
つ
め
は
、ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
デ
ザ
イ

ン
。
ひ
と
昔
前
は
1
つ
の
家
を
3
世

代
で
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
世
代

ご
と
に
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
、
ど
ん
ど

ん
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
、
耐
震
性
や
省
エ
ネ

性
だ
け
で
は
な
く
、
次
世
代
に
手
渡
せ

る
よ
う
長
持
ち
す
る
家
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
、
と
い
う
提
案
で
す
。

　こ
の
考
え
は
、あ
る
体
験
が
発
端
に

な
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
家
に
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
と
き
に
、90
歳
の
祖
母
に
対

面
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
と
き
「
今
か
ら

1
0
0
年
生
き
る
人
間
と
、
既
に

1
0
0
年
近
く
生
き
て
き
た
人
間
が

出
会
え
る
っ
て
す
ご
い
こ
と
だ
ね
」と
い

う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　自
分
た
ち
の
世
代
が
つ
く
っ
た
も
の

が
、
子
ど
も
や
孫
の
未
来
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
ん
だ
な
と
痛
感
し
て
、ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
推
奨
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
自
身
が
工
務
店
の
出
身
な
の
で
、

工
務
店
の
気
持
ち
が
分
か
る
設
計
事

務
所
で
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工

務
店
1
5
社
と
設
計
事
務
所
2
社
で

「
レ
モ
ン
の
家
」と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ

ま
す
が
、
工
務
店
に
対
し
て
は
仕
事
を

出
す「
下
請
け
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

な
く
、「
仲
間
」
と
い
う
意
識
で
す
。

設
計
・
監
理
の
立
場
で
言
う
べ
き
こ
と

は
言
い
ま
す
が
、
逆
に
工
務
店
や
職
人

さ
ん
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　お
客
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
な
い
か
ぎ

り
、
相
見
積
り
は
取
り
ま
せ
ん
。
そ
の

工
務
店
が
普
段
ど
う
い
う
考
え
で
ど
ん

な
家
を
つ
く
っ
て
い
る
か
を
理
解
し
、

得
意
な
建
材
を
前
提
に
図
面
を
描
け

ば
、
き
ち
ん
と
し
た
見
積
り
を
出
し
て

も
ら
え
て
お
客
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
も
大

き
い
か
ら
で
す
。

　今
後
、
住
宅
の
仕
事
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
は
必
至
で
、
仕
事
を
失
う
設

計
事
務
所
も
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
工
務
店
と
し
て
は
、
B
E
L
S
や

長
期
優
良
住
宅
な
ど
の
申
請
書
類
作

成
な
ど
、
設
計
の
実
務
も
増
え
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
な
ら
ば
、
工
務
店
の

グ
ル
ー
プ
に
設
計
事
務
所
を
巻
き
込

む
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
設

計
事
務
所
の
な
か
に
は
優
秀
で
高
い
理

念
を
も
っ
た
若
い
人
も
い
る
の
で
、
彼

ら
を
育
て
て
仲
間
に
し
て
い
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

相
見
積
り
は
取
ら
ず

工
務
店
の
得
意
を
生
か
す
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高性能押出法ポリスチレンフォーム
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※基礎高さ＋1,000までの土台、大引、
外壁軸組および下地材（柱・間柱・
耐力面材・筋かい・胴縁・下地材な
ど）に防蟻・防腐材を塗布

N

2,400
3,031

5,
63
1

1,
19
4

5,548

1,878
6,099

N

2,400
3,031

5,
63
1

1,
19
4

5,548

1,878
6,099

11 10J I O R A M AJ I O R A M A   Vol.45 J I O R A M AJ I O R A M A   Vol.45

達人
こだわりの
近作

洗濯室はパントリーと隣り合わ
せ、回遊できる家事動線の一部
に。完全室内干しに対応できる
広さで、物干しバーも2本設置し
た。プラケースを利用した引出し
で収納力も大。

夫の在宅ワークのための個室。
入居後、窓から西日を遮るアウ
ターシェードを設置したことで、夏
の暑さを回避。仕事中に家族が
立てる音の問題を解消するため、
間仕切壁にも防音のための断
熱材（図の黄アミ部分）を入れた。

キッチンの床を150㎜下げ、調
理する人と座る人の視線が合い
やすい高さに。造作キッチンへ
の取り組みは初めての経験だっ
た。コの字形のテーブルには大
勢が集える。

妻が思い描いた下がり天井を実現したキッチン。リビングとダ
イニングキッチンにメリハリがつき、見ごたえのある空間に。右
手前の丸柱が大きな正方形の中心であることを示唆している。

DATA　向東の家
所在地：	 広島県尾道市
家族構成：	 夫婦＋子ども2人
構	造：	 木造2階建て
施	工：	 株式会社幸工務店
敷地面積：	 376.79㎡
延床面積：	 119.70㎡
　　　　　	 1階面積　71.03㎡
　　　　　	 2階面積　48.67㎡
取得認定等：	 長期優良住宅、BELS
竣工年月：		 2023年5月
【断熱性能】
UA値：	 0.35W／㎡K、
C値：	 0.2㎠／㎡
ηA値：	 1.6（冷房期）、1.2（暖房期）

【断熱仕様】
屋根：	 ネオマフォーム　90㎜ +高性能GW155㎜
外壁：	 ネオマフォーム　20㎜ +高性能GW105㎜
基礎：	 ミラフォームラムダ　75㎜
窓：	 樹脂サッシ	ペアガラス（APW330、331)
玄関：	 高性能木製玄関ドア（ユダ木工）
【設備仕様】
暖房：	 床下エアコン（ルームエアコン	4.0kW）
冷房：	 2階階段ホール（ルームエアコン	2.8kW）
換気：	 ダクト式熱交換型一種換気（マーベックス	澄家）

木製の玄関ドアは、断熱性の高いユダ木工の
製品。個性が際立つビビッドな赤で塗装。玄
関が収まる小さな正方形部分の外壁のみ板張
りにして、構成を暗示しつつ意匠性を添えた。

コンクリートのシンプルな門柱に
表札とインターホン、郵便受け
をすっきりと組み込み、足元に
は植栽を添えた。広い敷地の
中で、玄関へと至る動線を示し
ている。

ダイニングの角2面に窓
を設け、広い庭や眺望
への抜けをつくった。床
材には地元広島県産の
スギを採用。可能な限り
国産の木を取り入れる
のが川端さんの方針。

部屋の角に開口部を設けたことが外観の特徴にもなってい
る。軒と庇で、窓の汚れやそとん壁塗りの外壁の劣化を防
ぐ。右側の板張り部分が小さな正方形の玄関。

　

 

開
け
た
場
所
の
利
点
を
生
か
し

て
、
緑
を
眺
め
暮
ら
せ
る
こ
と
が
コ
ン

セ
プ
ト
。
敷
地
が
広
く
、
設
計
の
手
掛

か
り
が
見
つ
け
に
く
い
な
か
で
、
3
つ
の

正
方
形
が
重
な
る
構
成
を
考
え
た
。

中
央
の
大
き
な
正
方
形
を
2
階
建
て

と
し
、
平
屋
の
小
さ
な
正
方
形
2
つ

が
食
い
込
む
。

　

 

室
内
は
、窓
を
角
に
配
置
し
て
広
い

外
部
へ
の
抜
け
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、実

際
の
広
さ
以
上
の
開
放
感
が
出
て
い

る
。
夫
人
が
気
に
し
て
い
た
家
事
動
線

は
、北
西
の
正
方
形
に
水
ま
わ
り
を
集

約
し
、ト
イ
レ
を
中
心
と
し
た
回
遊
動

線
を
つ
く
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
。
共
働

き
の
夫
妻
な
の
で
、
室
内
干
し
が
で
き

る
広
い
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
も
備
え
た
。

　場
所
は
広
島
県
内
の
温
暖
な
地
域

だ
が
、
付
加
断
熱
を
採
用
し
た
こ
と
で

「
冬
は
と
て
も
暖
か
い
」と
喜
ば
れ
た
そ

う
。
冷
暖
房
は
エ
ア
コ
ン
2
台
。
1
階

は
暖
房
用
の
床
下
エ
ア
コ
ン
だ
が
、
夏

場
に
人
が
集
ま
り
室
温
が
上
昇
す
る

時
な
ど
に
、
冷
気
を
室
内
に
送
り
出
せ

る
仕
掛
け
を
用
意
し
た
。
音
の
問
題
か

ら
個
室
で
区
切
ら
れ
た
2
階
で
は
、

階
段
踊
場
の
上
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。

個
室
の
ド
ア
を
閉
め
て
も
冷
暖
房
が

届
く
よ
う
、
各
室
の
壁
に
換
気
扇
を

設
け
て
、
踊
場
の
冷
気
や
暖
気
を
引

き
込
む
。

「
向
東
の
家
」解
説

S=1:100［平面図］S=1:180［断面図］

2階

1階

S=1:400［配置図］
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丁
寧
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
」（
久
原
社
長
）。

　
こ
の
ほ
か
同
社
で
は
全
員
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
支
給
し
て
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
D
X
も
推
進
、

現
場
管
理
を
効
率
化
し
て
い
る
。

　
エ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
が
前
述
の
よ
う

な
方
法
で
現
場
を
管
理
で
き
る
の
は
、

社
員
大
工
だ
か
ら
と
も
い
え
る
。
各
現

場
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に

人
員
を
配
置
し
、
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
同
社
で
は
8
年

前
か
ら
社
員
大
工
の
育
成
に
取
り
組

み
、
現
在
9
名
の
社
員
大
工
が
い
る
。

　「
営
業
や
設
計
が
で
き
て
も
、つ
く

る
人
が
い
な
け
れ
ば
工
務
店
の
事
業
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
社
員

大
工
を
20
名
ま
で
増
や
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
社
員
と
し
て
き
ち
ん
と
し

た
待
遇
の
も
と
雇
用
し
な
け
れ
ば
、
若

い
人
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
し
、育
て
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
で
は
入
社
後

３
年
間
は
週
１
回
職
業
訓
練
校
に
通

い
、２
級
大
工
技
能
士
の
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
い
ま
す
。
費

用
は
会
社
が
負
担
し
ま
す
。
技
能
士

を
取
得
す
る
と
２
万
円
の
資
格
手
当

が
つ
く
の
で
、
み
ん
な
１
年
目
で
取
っ

て
き
ま
す
よ
」（
久
原
社
長
）。

　
ま
た
、
同
社
で
は
建
築
士
の
有
資

経
務

は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
変
化
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
働
き
方
改
革
ど
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
…
…
と
振
り
返
る
工

務
店
経
営
者
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
久
原
社
長
は
、
現

場
監
督
や
社
員
大
工
の
勤
務
時
間
を

管
理
す
る
た
め
、
現
場
へ
の
直
行
直
帰

を
廃
止
し
た
と
い
う
。
会
社
に
出
勤
し

て
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
打
っ
て
か
ら
現
場

に
向
か
い
、
終
了
後
は
会
社
に
戻
っ
て

退
勤
す
る
│
│
つ
ま
り
移
動
時
間
も

勤
務
時
間
と
み
な
す
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。
残
業
代
は「
み
な
し
残
業
」と

し
て
給
与
に
反
映
し
、
収
入
の
安
定
に

　「
働
き
方
改
革
」と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
7
〜
8
年
に

な
る
が
、
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、

労
働
時
間
の
上
限
が
規
制
さ
れ
た
の

は
2
0
1
9
年
4
月
。
残
業
時
間
や

休
暇
取
得
、待
遇
改
善
な
ど
へ
の
関
心

が
社
会
全
体
で
高
ま
る
な
か
、
建
設

業（
と
運
送
業
）は
、
天
候
な
ど
の
外
的

要
因
で
工
期
が
変
動
す
る
こ
と
も
あ

る
た
め
労
働
時
間
の
管
理
が
難
し
く
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
の
問
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
準
備
期
間
と
し
て
5
年

の
猶
予
が
設
け
ら
れ
た
。

　「
社
労
士
と
相
談
し
な
が
ら
、
雇
用

格
者
に
は
裁
量
労
働
制
を
と
っ
て
い
る

が
、
社
員
大
工
が
施
工
管
理
技
士
の

資
格
を
取
得
し
て
現
場
監
督
を
兼
務

し
た
場
合
は
、
管
理
業
務
と
し
て
の
評

価
が
給
与
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
と

っ
て
い
る
。

　「
2
0
2
1
年
か
ら
裁
量
労
働
制

を
試
験
的
に
導
入
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ご
と
に
利
益
を
公
開
し
、
関
わ

っ
た
担
当
者
に
は
、
そ
の
裁
量
分
を
換

算
し
て
給
料
に
還
元
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
社
員
大
工
の
な
か
に
は
、

自
ら
進
ん
で
施
工
管
理
技
士
の
資
格

を
取
る
者
も
出
て
き
ま
し
た
。
働
き

方
改
革
＝
残
業
を
減
ら
す
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
待
遇
を
よ
く
す

る
こ
と
が
本
当
の
目
的
の
は
ず
。
労
働

時
間
の
規
制
を
厳
守
す
る
だ
け
で
は

意
味
が
な
い
の
で
す
」（
久
原
社
長
）

　
労
働
時
間
の
管
理
や
裁
量
労
働
制

の
ほ
か
に
久
原
社
長
の
肝
煎
り
で
進
め

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
加
工
場
の
新
設

で
あ
る
。
2
0
1
9
年
に
熊
本
ア
ー
ト

ポ
リ
ス（
※
2
）に
参
加
し
て
、「
地
元

の
規
格
寸
法
の
木
材
を
使
い
、
大
工
の

腕
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
」
作
品
を

募
集
し
、
2
0
2
3
年
に
完
成
し
た
。

20
×
30
m
の
無
柱
空
間
の
迫
力
に
は
、

誰
も
が
目
を
見
張
る（
写
真
）。

　「
地
域
工
務
店
の
も
の
づ
く
り
の
底

も
配
慮
し
た
。
さ
ら
に
現
場
へ
の
移
動

は
、自
家
用
車
で
は
な
く
社
用
車
を
使

い
、
乗
車
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
、
移
動
中（
＝
勤
務
中
）に
事

故
が
あ
っ
た
と
き
の
責
任
の
所
在
も
明

確
に
し
て
い
る
。

　「
大
工
に
つ
い
て
は
、
C
C
U
S（
※

１
）を
導
入
し
て
現
場
の
就
労
時
間
も

記
録
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
大
工

の
実
績
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す

が
、
実
質
労
働
時
間
が
分
か
る
の
で
、

こ
れ
を
利
用
し
て
よ
り
き
め
細
か
い
労

働
時
間
の
管
理
が
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
現
場
に
早
く
入

っ
て
掃
除
を
し
た
り
、
下
準
備
を
し
た

り
す
る
時
間
も
評
価
で
き
る
よ
う
に
。

建
築
現
場
の
働
き
方
改
革
は
、
よ
り

契
約
の
内
容
な
ど
を
見
直
し
ま
し
た
。

労
働
時
間
を
規
制
す
る
だ
け
な
ら
簡

単
で
す
が
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
残
業

が
減
っ
た
ぶ
ん
収
入
も
減
る
の
で
納
得

で
き
ま
せ
ん
。
賃
金
を
上
げ
る
に
も
、一

人
当
た
り
の
労
働
時
間
を
削
減
し
た
ぶ

ん
人
員
を
増
や
し
て
カ
バ
ー
す
れ
ば
、コ

ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
で
建

築
費
用
が
上
昇
し
、利
益
を
圧
迫
し
か

ね
な
い
事
態
に
な
っ
た
の
で
、多
く
の
工

務
店
経
営
者
が
働
き
方
改
革
と
建
築

費
用
の
高
騰
と
の
板
挟
み
で
頭
を
抱

え
る
状
態
で
し
た
」と
久
原
社
長
。

　
2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
住
宅
業
界

現
場
の
働
き
方
改
革
①

現
場
へ
の
直
行
直
帰
を
廃
止

時流を読む

工
営
店
建築現場の
「働き方改革」と
社員大工の育成
取材先：株式会社エバーフィールド

第4回

建
築
現
場
の

働
き
方
改
革
は
容
易
で
な
い

現
場
の
働
き
方
改
革
②

裁
量
労
働
制
と
大
工
の
育
成

加
工
場
を
新
設
し
、

誇
れ
る
職
場
に

2024年4月、建設業における時間外労働（残業時間）

の上限規制が、5年の猶予期間を経て適用開始された。
以降、規定に違反した建設会社には罰則が科せられる。
業界ではこれを「2024年問題」と呼び、中小規模の工
務店も対象となるため、多くの工務店が猶予期間中に
対策を講じてきた。
熊本の工務店エバーフィールドも、数年前から社内体
制にテコ入れし、現場への直行直帰をなくしたり、裁量
労働制を取り入れたりするなどの「働き方改革」を進め
てきた。建築現場の労働時間の管理は簡単ではないな
か、どのような取り組みを行っているのか。代表取締役・
久原英司さん（以下、久原社長）に話を聞いた。

2023年10月に竣工したエバーフィール
ド木材加工場の内観。

設計：小川次郎／アトリエ・シムサ＋kaa
構造：山田憲明構造設計事務所
施工：エバーフィールド

木材加工場（右上）だけでなく、モデルハウス棟（左下）
や事務所棟（左上）も新設し、会社全体で「働きたくなる
場所」を実現

現場担当者の定時は8時～17時。タイムカードは静脈認証にして、本人の出退勤を厳密に管理し
ている。現場は８時から動きだすため、朝7時頃に出勤し、現場には社用車で向かう

表 労働時間に関する主な規制内容

法定労働時間
1日あたり8時間以内
1週間あたり40時間以内

休憩時間
労働時間が6時間を超える場合は45分以上
労働時間が8時間を超える場合は1時間以上

時間外労働
労使協定（36協定）の締結が必要となる。この協定に基づき、残
業や休日労働が認められる。
時間外労働には割増賃金を支払う。通常の労働時間の賃金の
25%以上の割増賃金が必要。深夜労働（22:00～5:00）には、
さらに25%以上の割増賃金が加算される。

法定休日
1週間に1回以上
4週間に4回以上

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
つ
く
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
は
見
る
者
を
圧
倒

す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
。
そ
し
て

多
く
の
若
者
が
、
こ
こ
で
働
き
た
い
、

こ
ん
な
建
物
を
つ
く
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
う
ち
に
来
て
も
ら
え
た
ら
、
そ
ん
な

嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
待
遇
だ

け
で
な
く
、
誇
れ
る
よ
う
な
職
場
を
つ

く
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
被
災
地
で

木
造
仮
設
住
宅
の
建
設
に
協
力
し
た

り
、
地
域
の
素
材
を
製
品
化
し
た
り
、

注
文
住
宅
以
外
の
こ
と
も
手
掛
け
て
い

ま
す
が
、
改
革
は
忙
し
い
と
き
に
や
る

も
の
で
す
。
暇
に
な
る
と
余
裕
が
な
く

な
り
改
革
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
」（
久
原
社
長
）。

　
つ
く
る
技
術
を
育
て
て
発
展
さ
せ
る

こ
と
こ
そ
、地
域
工
務
店
の
存
在
意
義

と
い
え
る
。
久
原
社
長
の
大
胆
な
働
き

方
改
革
に
よ
っ
て
、
同
社
の
も
の
づ
く

り
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
、

楽
し
み
で
あ
る
。

※
1
　
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（C
onstruction C

areer U
p System

）の
略

称
。
建
設
業
界
で
働
く
労
働
者
の
技
能
や
経

歴
を
㆒
元
管
理
し
、
労
働
環
境
の
改
善
や
技

能
の
向
上
を
図
る
シ
ス
テ
ム
。労
働
者
に
は「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
」（
C
C
U
S
カ
ー
ド
）

が
発
行
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
現
場
で
の
身
分
証

明
や
技
能
証
明
が
行
え
る
。

※
2
　
1
9
8
8
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
熊
本

県
主
催
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地
域
の
建
築
や
環

境
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て
文
化
の
振
興
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

図 社員大工の出退勤のイメージ

自家用車

朝 7:00頃出勤

18:00～19:00頃退勤帰宅

8:00スタート

17:00終了・片付け

社用車自宅 現場タイムカード
打刻

会社

株式会社エバーフィールド 代表取締役社長・久原英司氏。2000
年に同社を創業

撮影：藤塚光政
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枠のない紙は安定しない
（硬くて平らな机の上に置けば
安定する）

基基
礎礎
のの
奥奥
義義

基
礎
各
部
の

役
割
と
計
画
の
要
点すずき・りゅうこ

一級建築士、構造設計一級建築士。1991年法政大
学工学部建築学科卒業、山辺構造設計事務所入社。
主に木造に関する構造設計や監理、書籍の執筆など
を担当。大工塾での講義や大工との協働による構造
実験の積み重ねが設計活動のベースになっている。

賢賢
くく
・・
正正
しし
くく
・・
美美
しし
くく
！！

　
敷
地
の
地
形
や
災
害
リ
ス
ク
な
ど
を
調
べ
た
う

え
で
、
建
物
が
建
つ
範
囲
の
地
盤
調
査
を
行
っ
て

支
持
力
や
沈
下
量
を
求
め
、
地
盤
改
良
の
要
否

を
判
定
し
た
ら
、い
よ
い
よ
基
礎
の
形
状
や
配
筋

の
設
計
だ
。

　
木
造
戸
建
て
住
宅
の
基
礎
は
、
仕
様
規
定（
平

1
2
建
告
1
3
4
7
号
）や
ス
パ
ン
表
な
ど
を
も
と

に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
本
来
は
、

基
礎
に
作
用
す
る
応
力
を
考
え
て
、
形
状
や
配

筋
を
個
別
に
設
計
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
基
礎
の
種
類
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の

要
点
を
お
さ
ら
い
す
る
。

第4回

解
説
：
鈴
木
竜
子（
山
辺
構
造
設
計
事
務
所
）

図1： 基礎の役割

図2： 基礎各部の名称

図5： 注意すべき基礎梁の配置

図3： 接地圧とは

①鉛直荷重に対する抵抗
・建物の荷重を地盤に伝達する
・長期の不同沈下を防止する　

①布基礎 ②ベタ基礎

②水平荷重に対する抵抗
・アンカーボルトを介して水平力を地盤に伝達する
・不同沈下を防止する

重量Wに対し、地耐力（地盤の支持力または耐力）が
同等かそれ以上であることが必要条件。木造住宅
の場合は一般的に、地耐力が一様に50kN／m2以
上ならば基礎はどのような形状でもよい。

グレー部分が地耐力と建物重量との釣り合いをとる底版で、フーチングや耐圧版などと呼ばれる。
水色部分が基礎梁で、基礎の鉛直剛性を高め、不同沈下を防ぐ。構造的には立上りも地中梁も基礎梁である。

接地圧とは、単位面積当たりの建物重量のこ
と。単位はkN／m2。これが地耐力以下となるよ
うに、底版の面積を決定する。

根入れ

地反力

鉛直荷重

土圧

摩擦力

水平荷重

アンカーボルト

　
基
礎
は
建
物
の
最
下
部
に
あ
り
、

建
物
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

基
礎
に
は
、
常
に
上
か
ら
は
建
物
重
量

が
か
か
り
、
下
か
ら
は
地
面
か
ら
の
反

力（
地
反
力
）が
作
用
す
る
こ
と
に
な

る（
図
1
）。

　
し
た
が
っ
て
基
礎
を
計
画
す
る
際
に

は
、
重
量
が
集
中
す
る
柱
や
耐
力
壁

の
下
に
設
置
す
る
こ
と
は
言
う
に
及
ば

ず
、
地
盤
と
の
釣
り
合
い
を
と
る
た
め

に
、
地
耐
力
に
応
じ
て
地
面
に
接
す
る

面
積
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
盤
が
硬
く
支
持
力
が
高
け
れ
ば
、

必
要
な
接
地
面
積
は
小
さ
く
て
す
む
。

㆒
方
、
支
持
力
の
低
い
軟
弱
地
盤
で

は
、
広
い
面
積
が
必
要
に
な
る
。

　
基
礎
の
断
面
を
構
造
的
に
見
る
と
、

「
底
版
」と
、「
基
礎
梁
」の
２
つ
に
分

か
れ
る（
図
2
）。

　
底
版
は
、
地
耐
力
と
の
釣
り
合
い
を

と
る
役
割
を
担
う
。
底
版
の
面
積
が

広
い
ほ
ど
、
単
位
面
積
当
た
り
の
建
物

重
量（
接
地
圧
）（
図
3
）は
小
さ
く
な

る
。
し
た
が
っ
て
地
耐
力
が
高
い
敷
地

な
ら
ば
底
版
の
面
積
は
狭
く
て
よ
い

が
、
地
耐
力
が
低
い
敷
地
で
は
底
版
の

面
積
を
広
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
ベ
タ
基
礎
は
、
建
物
全
体
に
底

版
を
設
け
た
基
礎
の
こ
と
で
、
底
版
の

こ
と
を
耐
圧
版
と
も
呼
ぶ
。

　
基
礎
梁
は
、
基
礎
の
立
上
り
お
よ
び

根
入
れ
部
分
の
こ
と
で
、
地
中
梁
と
も

呼
ぶ
。
基
礎
梁
は
建
物
の
足
元
の一
体

性
を
確
保
し
、
不
同
沈
下
を
防
ぐ
役

割
を
担
う
。
そ
の
た
め
基
礎
梁
は
、
連

続
的
に
か
つ
平
面
と
し
て
閉
じ
た
形
に

配
置
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る（
図
4
・

5
）。

　
ま
た
、「
梁
」と
し
て
の
剛
性
を
も

た
せ
る
た
め
に
は
、
梁
せ
い（
高
さ
）を

確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
な
お
外
周
部
の
根
入
れ
深
さ
は
、冬

季
に
お
け
る
建
物
の
凍
上
を
防
ぐ
た

め
、
凍
結
深
度
以
深
と
す
る
必
要
が

あ
る（
本
連
載
の
第
1
回
を
参
照
）。

基
礎
の
各
部
の

名
称
と
役
割

図4： 基礎梁の役割
障子紙と桟をイメージすると分かりやすい。紙が底版（スラブ）で、
桟の役割を果たすのが基礎梁。

四周を枠で囲むとしっかりす
る。枠で囲まれた面積が小さ
いほど強くなる

ブツブツに切れていると枠の補強効果が低い

凹凸があると角や端に力が
集中して、ひび割れやすい

基礎梁 基礎梁
基礎梁（立上り）

基礎梁（地中梁）底版（フーチング）
底版（耐圧版）

接地圧＝ ≦地耐力建物重量
接地面積

布基礎

接地圧

地耐力

建物重量
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図6： 布基礎の例

基礎梁（立上り）

基礎梁（立上り）

フーチング
20m2以下

・地耐力≧30kN／m2
・�主要な通り（主構面）に底版（フーチング）を設置。ほかはつなぎ梁とする

・地耐力≧20kN／m2
・全面に耐圧版を設ける

ベタ基礎は布基礎よりも、接地面積が「大」
⬇

接地圧＝建物重量／基礎面積　が「小」
⬇

地耐力が「小」でもOK（基礎の鉛直剛性は基礎梁で確保する）

①底版（フーチング）の設計

建物重量

底版に生じた
曲げモーメントMに対して
抵抗する鉄筋

地反力により底版に生じる
曲げモーメントM

地反力

基礎幅

＝ （≦地耐力）建物重量
基礎長×基礎幅

設計用荷重W
（地反力）

②基礎梁の設計

地反力

＝
柱を支点として
下からの荷重に耐えられる
ように設計する

建物重量
基礎長

設計用荷重W
（地反力×基礎幅）

柱軸力N1

▼GL M1 M3

M2

M4

柱軸力N2

基礎梁の上側に生じる
曲げモーメントM1、M3に対して
抵抗する鉄筋

基礎梁の下側に生じる
曲げモーメントM2、M4
に対して抵抗する鉄筋

柱軸力N3

表： 布基礎底版（フーチング）の幅（平12建告1347号）

長期許容応力度（kN／m2） 平屋 2階建て S造・木造以外

30 ≦ f ＜50 30cm 45cm 60cm

50 ≦ f ＜70 24cm 36cm 45cm

70 ≦ f 18cm 24cm 30cm

図7： ベタ基礎の例

20m2以下
耐圧版

①耐圧版の設計

＝ （≦地耐力）建物重量
基礎面積

設計用荷重W
（地反力）

柱軸力N1 柱軸力N3

▼GL

地反力

地反力

②基礎梁の設計

設計用荷重W＝地反力×負担幅
柱を支点として下からの荷重に耐えられるように設計する

柱軸力N1

▼GL M1
M1

M3

M3

M2

M2

M4

柱軸力N2

基礎梁の上側に生じる
曲げモーメントM1、M3に対して
抵抗する鉄筋

基礎梁の下側に生じる
曲げモーメントM2、M4
に対して抵抗する鉄筋

スラブ筋は
M1、M2、M3に対して
抵抗する

柱軸力N3

水平力P

Q/2Q/2

QQ

Q/2Q/2

　
布
基
礎
は
、
図
6
に
示
す
よ
う
に
、

逆
Ｔ
字
形
の
基
礎
を
連
続
的
に
設
け

た
も
の
。
地
耐
力
が
30 
kN
／
㎡
以
上

の
比
較
的
良
質
な
地
盤
で
採
用
す
る

こ
と
が
で
き
る（
本
連
載
第
3
回
の
コ
ラ

ム
を
参
照
）。

　
上
部
構
造（
建
物
）の
荷
重
が
集
中

す
る
主
構
面
の
下
に
連
続
的
に
設
け
、

基
礎
梁
で
囲
ま
れ
た
面
積
が
20
㎡
以

下
に
な
る
こ
と
を
目
安
と
し
て
格
子

状
に
配
置
し
、
基
礎
の
㆒
体
性
を
確

保
す
る
。

　
底
版（
フ
ー
チ
ン
グ
）の
幅
は
、
接
地

圧
が
地
耐
力
以
下
に
な
る
よ
う
に
決

め
る
。
地
耐
力
が
低
い
ほ
ど
、
ま
た
負

担
荷
重
が
重
い
ほ
ど
、
底
版
の
幅
は
広

く
な
る
。

　
な
お
、
布
基
礎
底
版
の
幅
は
、
平
12

建
告
1
3
4
7
号
に
よ
り
、
表
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
底
版
の
厚
み
や
配
筋
は
、
基
礎
梁

を
支
点
と
す
る
片
持
ち
梁
と
し
て
応

力
を
求
め
て
決
定
す
る
。
基
礎
梁
の

配
筋
は
、
1
階
の
柱
位
置
を
支
点
と

す
る
梁
と
し
て
応
力
を
求
め
、
配
筋

を
決
定
す
る（
基
礎
の
配
筋
は
次
回
詳

し
く
解
説
す
る
）。
も
し
、
人
通
口
な
ど

の
切
欠
き
が
あ
る
場
合
は
、
残
り
の
梁

せ
い
で
応
力
が
負
担
で
き
る
よ
う
に
設

計
す
る
。

　　
床
下
全
面
に
底
版
を
設
け
る
ベ
タ

基
礎
は
、
地
耐
力
が
20 

kN
／
㎡
程
度

の
軟
弱
地
盤
で
も
採
用
可
能
で
あ
る

（
図
7
）。
底
版
の
外
周
部
お
よ
び
主
要

な
通
り
の
下
に
は
、基
礎
梁
を
連
続
的

に
設
け
る
。

　
敷
地
が
軟
弱
で
、
不
同
沈
下
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
基
礎
梁
で
囲
ま

れ
た
面
積
20
㎡
以
下
を
目
安
と
し
て

格
子
状
に
配
置
し
、
基
礎
の
剛
性
を

高
め
る
。
人
通
口
な
ど
で
立
上
り
が
分

断
さ
れ
る
場
合
は
、
底
版
の
下
に
基
礎

梁（
地
中
梁
）を
設
け
て
、
梁
の
連
続

性
を
確
保
す
る
。

　
底
版
の
配
筋
や
厚
さ
は
、
基
礎
梁

で
囲
ま
れ
る
面
積
ご
と
に
検
討
す
る

（
次
回
詳
細
解
説
）。

　
基
礎
梁
は
、
布
基
礎
と
同
様
の
設

計
を
行
う
。

　
床
下
エ
ア
コ
ン
の
通
風
を
確
保
す
る

た
め
な
ど
、
内
部
の
基
礎
立
上
り
を
極

力
少
な
く
し
た
い
場
合
も
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
主
構
面
と
な

る
通
り
に
は
連
続
し
た
地
中
梁
を
設

け
、
立
上
り
は
大
き
な
軸
力
を
受
け
る

柱
と
耐
力
壁
が
取
り
付
く
柱
の
直
下

に
設
け
る
と
い
い
。

　
立
上
り
の
厚
み
や
長
さ
は
、
水
平
荷

重
時
に
柱
脚
に
生
じ
る
せ
ん
断
力
と

引
抜
力
を
地
中
梁
に
伝
達
で
き
る
よ

う
に
配
筋
や
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
納
ま

り
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
。

布
基
礎
の
計
画

ベ
タ
基
礎
の
計
画

束
基
礎
の
計
画

地反力

耐力壁の許容せん断力
Q＝壁倍率×壁長さ（m）×1.96（kN／m）

せん断用アンカーボルト
引抜用アンカーボルト

地中梁

RC束

▼GL
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彫彫
刻刻
家家
がが
追追
いい
求求
めめ
たた
理理
想想
のの
アア
トト
リリ
エエ
とと
住住
居居

　東京
都
台
東
区
谷
中

朝朝
倉倉
彫彫
塑塑
館館

住宅文化財住宅文化財
探訪のすすめ探訪のすすめ
取材：加藤泰朗　写真：小川重雄
協力 :朝倉彫塑館

部屋の隅部を曲線で仕上げ、優しく光が回るように工夫され
ている。壁の仕上げ材は、コンクリートの無機質さを隠す薄茶
色の真綿壁。床下には、制作中に巨大な彫像を上げ下げ・
回転させるための制作台（電動昇降台）が設けられている。

が
、
東
側
に
木
造
平
屋
の
旧
ア
ト
リ
エ

棟
（
非
公
開
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
接
続
す

る
。
設
計
者
は
朝
倉
本
人
で
あ
る
。

　朝
倉
が
谷
中
に
居
を
構
え
た
の
は

1
9
0
7
年
。
そ
の
後
、
何
度
も
改

修
・
増
改
築
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
建

物
構
成
に
な
っ
た
の
は
’35
年
で
あ
っ
た
。

　ア
ト
リ
エ
棟
1
階
の
展
示
室
は
、朝

倉
が
ア
ト
リ
エ
と
し
て
使
用
し
た
室
で
、

天
井
高
は
8.
5
m
。
多
方
向
か
ら
の

光
線
の
も
と
で
作
品
の
見
え
方
を
確
認

で
き
る
よ
う
、北
側
だ
け
で
な
く
、東
側

や
南
側
に
も
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　2
階
展
示
室
は
、
も
と
は
蘭ら

ん

の
栽

培
用
に
設
計
し
た
温
室
（
蘭
の
間
）。
3

階
に
は
、
客
人
を
迎
え
る
大
広
間
で
あ

　東
京
都
台
東
区
谷
中
に
あ
る
朝
倉

彫ち
ょ
う

塑そ

館
。早
稲
田
大
学
に
立
つ
大
隈
重

信
像
な
ど
を
手
掛
け
た
日
本
を
代
表

す
る
彫
刻
家
・
朝
倉
文ふ

み

夫お

の
自
宅
兼
ア

ト
リ
エ
で
、
中
央
に
木
造
2
階
建
て
の

住
居
棟
を
配
し
、
西
側
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
3
階
建
て
の
ア
ト
リ
エ
棟

る
、
朝ち

ょ
う
陽よ

う
の
間
と
、
次
の
間
の
2
室
が

あ
る
。
さ
ら
に
屋
上
に
は
、
屋
上
緑
化

の
早
い
例
と
い
わ
れ
る
屋
上
庭
園
が
広

が
る
。

　住
居
棟
は
、
中
央
に
水
庭
（
五
典
の

池
）
を
配
し
た
数
寄
屋
造
。
1
階
に
は

居
間
、茶
室
、納
戸
、寝
室
、応
接
室
、

廊
下
、
天
王
寺
玄
関
を
置
く
。
2
階

に
は
素そ

心し
ん

の
間
、
次
の
間
、
納
戸
、
令

嬢
室
（
非
公
開
）
が
あ
る
。
1
階
と
2

階
の
ど
の
室
か
ら
も
中
庭
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　2
0
0
1
年
に
建
物
が
国
の
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
、2
0
0
8
年
に
は

敷
地
全
体
が「
旧
朝
倉
文
夫
氏
庭
園
」

と
し
て
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。

左/住居棟南側廊下。
ガラス戸が、庭との一体
感を生んでいる。
下右/1階居間から庭を
見る。縁側のなぐり仕上
げが美しい。
下左/1階寝室。水をこ
よなく愛した朝倉。開口
部を大きくとることで、中
庭とのつながりが意識さ
れている。

アトリエ南側にある書斎。壁には天井にまで届く本棚が設けられている。

2階展示室。蘭の栽培のために設
けられた天窓からふんだんに降り注
ぐ光の下、愛猫家・朝倉が手掛け
た猫の作品が並ぶ。

屋上庭園。朝倉は、自然に触れ合うこと、植物を育てることがモデルを
見る眼につながると考えていた。この庭園は自身が開校した「朝倉彫
塑塾」の「園芸」の授業の教場でもあった。

朝陽の間。曲面を多用した意匠と、床柱の代わ
りに用いられた変木、瑪

め

瑙
のう

壁、神
じん

代
だい

杉
すぎ

の天井板
など、贅沢な建材でしつらえた15畳の大空間で、
客人を迎えた。中庭に面する東側と南側に畳敷
きの縁側が回る。写真下に見える欅の円卓も朝
倉が設計した。

2階素心の間。空間を引き締める黒土壁。
陳列した作品に光が回るよう、床の間壁の
隅部はアールになっている。
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独特な形状を持つ住居棟南側廊下のガラス戸。

　壁
の
隅
部
や
開
口
部
、
床
の
間
、
欄

間
な
ど
に
多
用
さ
れ
た
曲
線
表
現
、
彫

刻
家
な
ら
で
は
の
銘
木
・変
木
の
使
用
・

配
置
、
室
ご
と
に
張
り
方
が
変
わ
る
天

井
仕
上
げ
、
床
柱
や
障
子
、
欄
間
、
階

段
の
蹴
込
み
な
ど
空
間
の
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
至
る
所
に
使
用
さ
れ
た
竹
（
朝

倉
の
郷
里
・
大
分
県
が
産
地
ゆ
え
か
）。
ど

れ
も
「
建
築
」
と
い
う
枠
組
み
を
、易
々

と
超
え
て
い
く
自
由
さ
が
あ
る
。
朝
倉

本
人
も
、
自
ら
の
建
築
手
法
に「
ア
サ

ク
リ
ッ
ク
」
と
い
う
造
語
を
当
て
て
楽

し
ん
で
い
る
。

　朝
倉
は
建
築
に
対
す
る
自
ら
の
考

え
を
、『
我が

や
が
や
も
の
が
た
り

家
吾
家
物
譚
』に
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

建
築
は
用
途
に
叶
う
こ
と
を
第
一
の
条

件
と
す
る
が
用
途
に
さ
え
叶
え
ば
そ
れ

で
以
て
完
美
か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
な

い
。
用
途
を
含
め
て
猶
且
つ
快
感
を
供

う
と
こ
ろ
に
建
築
美
が
あ
る
。*2

　そ
の
言
葉
ど
お
り
朝
倉
彫
塑
館
は
、

用
途
を
超
え
た
朝
倉
の
こ
だ
わ
り
が
随

所
に
感
じ
ら
れ
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東京都台東区谷中  朝倉彫塑館
DATA
　住所:	 東京都台東区谷中7丁目18番10号
　交通:	 ＪＲ、京成線、日暮里・舎人ライナー
             日暮里駅北改札口を出て西口から徒歩５分
開館時間: 	9時30分～16時30分（入館は16時まで）　
休館日:	 月・木曜日（祝休日と重なる場合は翌平日）
　　　　 年末年始 ＊展示替えなどのため臨時休館あり
入館料:	 一般 500円（300円）
 小・中・高校生 250円（150円）
 ＊カッコ内は、20人以上の団体料金

 ・ 障害者手帳、療育手帳、精神障害者福祉手帳、
特定疾患医療受給者証をお持ちの方とその介護
者は無料

 ・ 毎週土曜日は台東区在住・在学の小・中学生とそ
の引率者の入館料が無料

問合せ:	 03-3821-4549

見学メモ●	彫刻家が考える空間は、いわゆる「建築」にとら
われない自由さがあり、見ていて楽しく、あっという間に時が
過ぎました。本文中でも引用した朝倉文夫『［未定稿］我家
吾家物譚』（公益財団法人 台東区芸術文化財団、税込2,000
円）は、この空間を創造した朝倉の建築への想いが記され
た資料です。ぜひご一読ください。
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上/朝倉彫塑館入口左手の階段。変木の
曲線と竹の腰壁で、自然な造形を生かした
つくりとなっている。
右/アトリエ棟3階へと続く階段室のそろば
ん竹の堅格子。

＊1：朝倉文夫『［未定稿］我家吾家物譚』（公益財団法人 台東区芸術文化財団）、34頁　＊2：同50頁

アトリエ棟と住居棟をつな
ぐ北側の室から五典の池
を見る。曲線でくり抜かれ
た飾り窓には、磨りガラス
が入っている。

朝倉彫塑館外観。道路に
面した外壁にはコールター
ルが塗られている。朝倉は、
タイル張りは安っぽいが、
コールタールならば汚れが
目立たず、建物に当たった
光が近所の邪魔にならない
と考え、この仕上げ材を採
用した。※掲載の内容は2024年6月現在の情報となります。予告なく内容が変更になる場合がございますので予めご了承ください。 ※画像はすべてイメージです。

※会費無料のスタンダード会員（通常）と、さらにお得にご利用いただけるVIP会員（550円/月）がお選びいただけます。

ほかにも優待特典が満載! 詳しくはウェブサイトへ

夏を楽しむプレゼント2024

J I O 友 の 会 　 クラブ オフ で

毎月、何度でもすべての賞品に応募できます。
家電やグルメ、宿泊補助券などさまざまな賞品をプレゼント。

JIO友の会にご加入の会員さま限定の優待サービス「クラブオフ」。
スタミナたっぷりの肉をもりもり食べて、ギンギンに冷えたビールを

ごくごく飲んで、暑い夏をお得に楽しみましょう！

JIO友の会
クラブオフ
からのお知らせ

安全・安心・安い！
ご家族で・お友達同士で、炭火焼
肉をたっぷりお楽しみください。

食べ放題、単品、ランチも充実！
「素材が持つ自然なおいしさをリ
ーズナブルに味わっていただきた
い！」それが私たちの思いです。

「旨辛＆スタミナ」をテーマにした
夏のホルモンメニューを赤からで
お楽しみください！

ステーキの他にも種類豊富なドリ
ンクバーやスープバー付のセット
メニューも好評です。

七輪焼肉　安安

【店舗限定】 赤から

焼肉レストラン　安楽亭

ステーキ宮

https://www.club-off.com/jio-tomonokai/
会員登録・キャンペーンの詳細・ご応募はJIO友の会　クラブオフホームページをチェック！ JIO友の会　クラブオフ 検索

JIO友の会クラブオフのホームページからご応募ください。

暑い夏こそ肉でスタミナ補給を！

関東・東海・近畿

北海道・関東・東海・近畿・九州 東北・関東・東海・近畿・中国・九州

関東・東海

会員特典 会員特典

会員特典 会員特典

安安ロース（関東・東海・関西） 1グループで1皿まで 無料
シューアイス（関東・東海のみ）

1グループに1提示で 人数分サービス
1,500円（税込）以上のご利用で

お会計から 10％OFF

お食事メニュー960円以上ご注文の方
お会計より 3％OFF

10％OFF
5％OFF
5％OFF

平日のディナー
平日のランチ（運営店舗限定） 

土日祝

申込No. 5049941

申込No. 5032971

申込No. 5034021

申込No. 7025013

開催中！

イメージイメージ

イメージイメージ イメージイメージ

イメージイメージ




